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会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
成

二
十
五
年
の
新
年
を
ご
健
勝
に
て

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
二
十
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
五
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
欧
州

債
務
危
機
を
発
端
と
す
る
世
界
経

済
の
減
速
が
日
本
を
直
撃
し
、
景

気
は
一
段
と
冷
え
込
み
、
デ
フ
レ

脱
却
が
遠
の
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
米
国
の
金
融
緩

和
長
期
化
・
中
国
経
済
の
減
速
・

尖
閣
問
題
等
が
要
因
で
、
円
高
・

株
安
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
十
一

月
下
旬
に
持
ち
直
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
に
目
を
転
じ
ま

し
て
も
、
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
・
円
高
に
よ
る
輸
出
停
滞
・
家

電
メ
ー
カ
ー
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

シ
ャ
ー
プ
の
大
額
赤
字
計
上
等
が

重
な
り
、
昨
年
同
様
に
、
所
得
や

理
事
・
監
事
・
顧
問	

（
地
区
会
）

　

理　

事蓮
見　

公
男 

（
古　

河
）

川
島　
　

栄 

（　

〃　
）

野
村　

利
夫 

（　

〃　
）

須
藤　

盛
夫 

（　

〃　
）

野
澤　

豊
輔 

（　

〃　
）

菅
沼　

康
次 

（
坂　

東
）

中
山　
　

茂 

（　

〃　
）

奥
村　

秋
夫 

（　

〃　
）

野
村　

義
照 

（　

〃　
）

張
替　

昌
伯 

（　

〃　
）

中
村　

治
雄 

（　

境　
）

新
井　

要
吉 

（　

〃　
）

間
瀬
賢
次
郎 

（　

〃　
）

荒
井　

靖
雄 

（
総　

和
）

小
倉　

邦
義 

（　

〃　
）

石
川　

康
夫 

（
三　

和
）

塚
田　
　

孝 

（　

〃　
）

荒
川　

克
正 

（
五　

霞
）

長
島　

茂
雄 

（　

〃　
）

　

監　

事片
見　

泰
男 

（　

境　
）

小
林　

敏
明 

（
古　

河
）

中
村　

幸
生 

（
坂　

東
）

　

顧　

問岩
﨑　
　

清 

（
古　

河
）

萩
原　

康
男 

（　

境　
）

部
　
会

　

青
年
部
会
長

石
川　

博
一 

（
古　

河
）

　

女
性
部
会
長

斎
藤　

桂
子 

（
古　

河
）

雇
用
が
悪
化
し
、
個
人
消
費
の
不

振
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り

厳
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
更

に
、
十
一
月
に
は
、
東
電
が
政
府

に
対
し
、
原
発
事
故
の
賠
償
、
除

染
費
用
十
兆
円
の
追
加
支
援
要
請

を
し
ま
し
た
。

一
方
政
治
に
お
い
て
は
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
は
、
オ
バ
マ
大

統
領
が
再
選
さ
れ
、
中
国
で
は
習

近
平
氏
が
総
書
記
に
就
任
し
ま
し

た
。
国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

赤
字
国
債
発
行
法
、
選
挙
関
連
法

成
立
後
、
野
田
総
理
が
解
散
し
、

自
民
党
の
圧
勝
に
よ
り
安
倍
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
が
、
景
気
対

策
・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

等
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
会
員

の
皆
様
の
ご
商
売
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
是
非
、
気
持
ち
を

奮
い
た
た
せ
創
意
・
工
夫
を
実
践

し
て
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

当
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
、
二
十
五
年
四
月
か
ら
公
益
社

団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
予
定

で
、
よ
り
公
共
性
の
あ
る
事
業
展

開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
税
務
協
力
団
体
の
全
国
組
織

の
一
員
と
し
て
、
「
社
会
に
貢
献

す
る
団
体
」
を
目
指
し
積
極
的
に

活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
は
、
会
員
増
強
を
最

優
先
に
、
高
齢
化
進
展
の
一
助
と

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
「
車
椅

子
」
の
寄
贈
継
続
・
子
供
と
高
齢

者
向
け
に
、
交
通
安
全
協
会
、
防

犯
協
会
へ
の
寄
贈
・
女
性
、
青
年

部
会
に
よ
る
小
学
生
向
け
租
税
教

室
へ
の
参
加
・
献
血
運
動
の
ス

タ
ー
ト
・
青
年
部
会
に
よ
る
古
河

駅
周
辺
清
掃
活
動
の
定
着
化
と
古

河
市
主
催
の
八
月
十
日
「
道
の

日
」
清
掃
へ
の
継
続
参
加
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る

一
般
公
開
研
修
開
始
・
読
み
や
す

い
「
法
人
た
よ
り
」
へ
の
改
善
等

を
実
施
予
定
で
す
。

今
後
と
も
会
員
各
位
が
、
研

鑽
・
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

当
会
が
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員

各
位
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
団
法
人
古
河
法
人
会

会　

長　

弓
削　

重
次

櫻井副会長
（境地区会長）

渡邉副会長
（坂東地区会長）

森田副会長
（三和地区会長）

矢澤副会長
（総和地区会長）

須釜副会長
（五霞地区会長）



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
団
法
人
古
河
法
人
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
税
務
行
政
に
対
し

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

本
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
は
、「
健
全
な
納
税
者

の
団
体
」
と
し
て
、
正
し
い
税
知

識
の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
各
種
研
修
会
や
租
税

教
育
な
ど
の
税
の
啓
発
活
動
、
社

会
貢
献
活
動
等
に
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
会
員
企
業
や
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
弓
削
会

長
を
始
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
の
日
頃
の
法
人
会
活
動
へ

の
お
取
組
に
深
く
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
な
公
益
法
人
制
度
の
下
、
公
益

社
団
法
人
へ
の
移
行
認
可
に
向
け

た
手
続
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
新
制
度
に
移
行
さ
れ

ま
し
て
も
、
ま
す
ま
す
地
域
社
会

に
密
着
し
た
魅
力
あ
る
会
運
営
を

さ
れ
、
よ
り
活
力
の
あ
る
組
織
を

築
か
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
税
務
に
携
わ
る
私
ど

も
と
し
ま
し
て
は
「
納
税
者
の
自

発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正

か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
こ
と
を

使
命
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
納
税
者
の
皆
様
に

親
切
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
一
方
で
、
一
部
の
納
税
義
務
が

適
正
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
認

め
ら
れ
る
納
税
者
に
対
し
て
は
厳

正
な
姿
勢
で
臨
ん
で
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
国
税
通
則
法
の
改
正
に

よ
り
、
納
税
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
講
じ
ら
れ
た
税
務
調
査
手
続

の
法
定
化
、
不
利
益
処
分
等
に
対

す
る
理
由
附
記
の
実
施
な
ど
の
措

置
が
本
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

調
査
手
続
の
透
明
性
と
納
税
者
の

予
見
可
能
性
を
高
め
る
な
ど
の
改

正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
適
正
か
つ

円
滑
な
執
行
に
取
り
組
み
、
納
税

者
の
皆
様
か
ら
の
税
務
行
政
に
対

す
る
理
解
と
信
頼
を
更
に
揺
る
ぎ

な
い
も
の
と
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
e–

T
ａ
ｘ
を
始
め

と
し
て
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
税
務
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
一
層
の
進
展
に
向
け
て
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
点
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
役
員
、
役
員
企
業
並
び
に

会
員
の
皆
様
方
が
率
先
し
て
e–

T
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
ほ
か
、
会
報
誌
や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
利
用
促
進
に
向
け

た
積
極
的
な
取
組
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

年
が
改
ま
り
、
ま
も
な
く
法
定

調
書
の
提
出
や
所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
役
員
、
役
員
企
業
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
e–

T
ａ
ｘ
の

普
及
・
定
着
に
向
け
、
一
層
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
社
団
法
人
古

河
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
良
き
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
会
員

及
び
ご
家
族
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◎ ㈳古河法人会地区会別会員加入状況　　　　　　　（平成24年６月末現在）

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 1,016 519 51.1 三　　和 682 285 41.8

坂　　東 1,218 557 45.7 五　　霞 186 126 67.7

境    560 335 59.8

総　　和    878 318 36.2 合　　計 4,540 2,140 47.1%

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

古
河
税
務
署
長

　

本　

宮　
　

孝　

夫

e-Taxを利用して電子申告等をした後に、届出をした預貯金口座から、
簡単な操作で即時又は期日を指定して納付することができます。

納税にはダイレクト納付が便利です！

※事前にダイレクト納付利用届出書の提出が必要です。 
※届出書の提出から利用可能となるまで、1か月程度かかります。

e-Tax
国税電子申告・納税システム

「e-Tax」なら国税に関する
申告や納税、申請・届出などの
手続きがインターネットで行えます。

「e-Tax」なら国税に関する
申告や納税、申請・届出などの
手続きがインターネットで行えます。

法人会 法人会は会社経営の効率化のためにe-Taxの普及を支援しています。 イータックス 検索

※1  平成19年から平成24年分の間でいずれか1回
※2  5年間、税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります。

e-Taxを利用して所得税の申告をすると
こんなメリットが！

還付が
スピーディ

添付書類の
提出省略※2

平成２4年分は
最高3,０００円
の税額控除※1

所得税の確定申告期間中はe-Taxが24時間利用※でき
るので、国税庁HP「確定申告書等作成コーナー」を利用して
申告書を作成すれば、時間を選ばず自宅で手続きが行えます。

※メンテナンス時間を除きます。

さらに詳しくはWEBへ

e-Taxを利用して所得税の申告をするとe-Taxを利用して所得税の申告をすると

電子申告で
効率UP!

●法人会　e-Tax広告2012　B6/1C



第 53 号　（ 4 ）平成 25 年 1 月 9 日

　

合
同
納
税
表
彰
式
の
席
上
表
彰

さ
れ
た
当
法
人
会
関
係
の
受
賞
者

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 
 

（
地
区
会
）

■
㈳
古
河
法
人
会
長
表
彰

　

○
中
田　

俊
男　
　
（
古
河
）　

　
　
　

ト
モ
エ
乳
業
㈱

　

○
倉
持　
　

利
夫　
（
坂
東
）　

　
　
　

㈲
三
村
設
備

　

○
斎
藤　
　

邦
明　
（ 

境 

）　

　
　
　

㈲
メ
イ
ホ
ー
機
工

　

○
中
村　

恵
美
子　
（
総
和
）　

　
　
　

㈱
丘　
　

里

　

○
靏
見　
　

昌
芳　
（
三
和
）　

　
　
　

㈱
三
和
建
設

　

○
猪
山　
　

勝
美　
（
五
霞
）

　
　
　

㈲
か
じ
や
商
店

○
今
後
行
事
予
定

☆
国
税
局
幹
部
と
の
協
議
会

　

平
成
二
十
五
年
二
月
六
日

☆
第
三
回
理
事
会

　

平
成
二
十
五
年
三
月
上
旬

☆
第
一
回
理
事
会

　

平
成
二
十
五
年
五
月
上
旬

☆
第
二
十
八
回
通
常
総
会

　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日

　

場　

所　

カ
ナ
ル
ハ
ウ
ス

　

講
演
会
講
師

　

養
老　

孟
司　

氏

平成24年度合同納税表彰式で受賞された方々

古河税務署管内合同納税表彰式
平成24年度の合同納税表彰式が11月15日（木）に

古河市生涯学習センター総和(とねミドリ館)で挙行されました。

　

当
法
人
会
副
会
長
の
渡
邉
昇
氏

が
、
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
納
税

道
義
の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
国
税
局
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
局
内
で
四

十
七
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
茨
城
県
で
は
六
名
・
古
河
税

務
署
管
内
で
は
渡
邉
副
会
長
の
み

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
法
人
会
と
し
て
は
、
渡
邉
副

会
長
を
範
と
し
て
、
今
後
も
自
信
を

持
っ
て
活
動
の
活
性
化
に
向
け
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
渡
邉
副
会
長
の
常
日

頃
の
地
道
な
活
動
に
対
し
、
紙
面
を

通
し
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。

関
東
信
越
国
税
局
長

表
彰
受
賞
に
つ
い
て

関
東
信
越
国
税
局
長

表
彰
受
賞
に
つ
い
て
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☆
「
平
成
二
十
五
年
度
税
制
改
正

提
言
活
動
」
を
実
施

　

十
月
十
一
日
㈭
、
第
二
十
九
回

法
人
会
全
国
大
会
・
北
海
道
大
会

に
て
報
告
さ
れ
た
「
平
成
二
十
五

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

を
、
地
元
選
出
代
議
士
、
及
び
地

元
市
長
・
町
長
・
議
会
議
長
各
位

に
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
時
間
を

割
い
て
頂
き
面
会
の
上
、
提
言
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

尚
、
提
言
活
動
は
全
国
で

九
十
万
社
を
超
え
る
法
人
会
員
組

織
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

提
言
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
．社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

　
　
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
（
一
）
行
政
改
革
の
徹
底

　
　

社
会
保
障
の
安
定
財
源
を
確

　
　

保
す
る
た
め
と
は
い
え
、
消

　
　

費
税
引
き
上
げ
が
国
民
に
痛

　
　

み
を
求
め
る
措
置
で
あ
る
こ

　
　

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
国
・

　
　

地
方
は
「
先
ず
隗
よ
り
は
じ

　
　

め
よ
」
の
精
神
に
よ
り
自
ら

　
　

身
を
削
る
行
政
・
議
会
の
改

　
　

革
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

　
（
二
）
景
気
へ
の
配
慮

　
　

消
費
税
を
引
き
上
げ
る
際
に

　
　

は
内
外
の
経
済
環
境
を
勘
案

　
　

し
、
景
気
へ
の
十
分
な
配
慮

　
　

が
必
要
で
あ
る
。

　
（
三
）
円
滑
な
価
格
転
嫁
の
実
現

　
　

価
格
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

　
　

い
て
立
場
の
弱
い
中
小
企
業

　
　

が
適
正
に
消
費
税
を
価
格
転

　
　

嫁
で
き
る
よ
う
、
そ
の
実
行

　
　

を
担
保
す
る
確
実
な
措
置
を

　
　

講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

二
．法
人
税
率
の
引
き
下
げ

　
（
一
）
法
人
実
効
税
率
三
十
％

　
　
　
以
下
の
早
期
実
現

　
（
二
）
軽
減
税
率
十
五
％
の
本

　
　

   

　

則
化
と
適
用
所
得
金
額
の

　
　
　
　
拡
大　
　

三
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　
（
一
）「
相
続
税
お
よ
び
贈
与
税

　
　
　

 

の
納
税
猶
予
制
度
」
要 

　
　
　

  

件
緩
和
と
充
実　

　
（
二
）
親
族
外
承
継
に
か
か
る

　
　
　

  

措
置
の
創
設

　
（
三
）
本
格
的
な
事
業
承
継
税

　
　
　

  

制
の
創
設

委
員
会
活
動

税

制

委

員

会

☆
ま
た
、
二
十
年
度
よ
り
周
知
徹

底
を
図
る
見
地
か
ら
、
全
市
町

に
積
極
的
な
活
動
展
開
を
し
て

い
ま
す
。

□
五
霞
町
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
五
日
染
谷
町
長
、

   

須
釜
副
会
長) 

　

十
月
十
六
日
㈫
に
開
催
。

公
益
認
定
を
前
に
充
実
図
る
。

二
十
五
年
度
計
画
内
容
は
①
地
区

会
主
体
の
税
務
研
修
の
強
化
。
②

経
営
研
修
会
の
充
実
③
十
一
月
一

日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
伴
う
、
一
般
公
開
研
修
会
開
催

等
を
積
極
的
に
展
開
。

研

修

委

員

会

□
中
村
喜
四
郎
代
議
士
へ
提
出

（
十
一
月
三
日
早
朝
、桜
井
副
会
長
）

□
古
河
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
三
十
日
白
戸
前
市
長
、
矢
澤
副
会
長)

□
坂
東
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
一
月
五
日
吉
原
市
長
、
渡
邉
副
会
長)

□
境
町
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
六
日
野
村
境
町
長
、

   

桜
井
副
会
長)

□
永
岡
桂
子
代
議
士
へ
提
出

（
十
一
月
四
日
早
朝
、
弓
削
会
長
、 

   

須
藤
税
制
委
員
長)

□
柳
田
和
己
前
代
議
士
へ
提
出

（
十
一
月
四
日
午
前
、矢
澤
副
会
長
）
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○
第
二
回
理
事
会

十
月
二
日
㈫
に
開
催
。

　

公
益
認
定
申
請
と
二
十
四
年
度

活
動
内
容
経
過
報
告
主
体
。

☆
第
二
十
六
回
『
全
国
青
年
の
集

　
い
（
宮
崎
大
会
）
参
加

　

十
一
月
一
日
㈭
～
二
日
㈮
、

宮
崎
市
で
開
催
。

　

当
会
は
二
十
三
名
参
加
。

☆
テ
ー
マ

　
「
あ
な
た
の
街
の
新
価
値
創
造
」

と
「
租
税
教
育
活
動
全
国
一
斉
行

動
に
つ
い
て
」
を
討
議
。

☆
古
河
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
実
施

　

十
一
月
十
二
日
㈪
七
時
三
〇
分

よ
り
、
第
四
回
古
河
駅
頭
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
。

＊
白
戸
古
河
市
長
が
感
謝
の
挨
拶

　

大
同
生
命
か
ら
四
名
の
応
援
を

得
て
、
二
十
六
名
参
加
し
実
施
。

　

二
十
三
年
よ
り
古
河
市
の
要
請

も
あ
り
、
毎
年
八
月
十
日
に
「
全

国
統
一
の
清
掃
活
動
」
に
参
加
。

今
後
も
継
続
予
定
。

宮崎大会会場にて

作　業　風　景「道の日」清掃参加者集合

参　加　者　集　合　

古河駅頭清掃参加者集合

○
今
後
の
行
事
予
定

☆
日
産
自
動
車
栃
木
工
場
視
察　

研
修
と
正
副
部
会
長
会
議

　
　
二
月
十
五
日
㈮

☆
第
二
十
七
回
総
会

　
　
四
月
中
旬

○
今
後
の
行
事
予
定

☆
「
古
河
税
務
署
長
講
演
会
」

　
講　
師　
本
宮　
孝
夫
氏

　
日
時　
一
月
二
十
八
日
㈪　

　
時
間　
午
前
十
時
か
ら
一
時
間

　
場
所　
古
河
商
議
所
会
議
室

☆
正
副
部
会
長
会
議

　
署
長
講
演
会
の
後
開
催

☆
第
二
十
七
回
総
会

　
日
時　
四
月
中
旬

　
場
所　
ホ
テ
ル
山
水

☆
青
年
・
女
性
部
共
催
で
参
加

　
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

古
河
税
務
署
管
内
租
税
推
進
協
議

会
主
催
の
同
教
室
へ
平
成
二
十
年

よ
り
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
。

　

今
年
度
は
、
十
月
十
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
十
二
月
十
四
日
ま
で
、

延
べ
六
校
へ
参
加
。

　

古
河
・
総
和
・
三
和
地
区
会
の

青
年
・
女
性
部
役
員
六
名
が
参
加
。

　

小
学
六
年
生
を
対
象
に
「
わ
た

く
し
た
ち
の
く
ら
し
と
税
」
に
つ

い
て
勉
強
。

　

当
会
で
は
、
管
内
小
学
生
約

二
千
三
百
人
に
対
し
、
全
法
連
グ

ッ
ズ
の「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」と「
鉛

筆
二
本
」
提
供
。

☆
役
員
視
察
研
修

　

十
月
三
十
一
日
㈬
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
」

　

展
望
デ
ッ
キ
と
四
百
五
十
一
ｍ

の
展
望
回
廊
か
ら
の
眺
望
は
見
事
。

　

昼
食
は
、
新
宿
小
田
急
ホ
テ
ル

の
「
チ
ャ
イ
ナ
グ
リ
ル
・
シ
ェ
ン

ロ
ン
」
で
中
華
料
理
を
堪
能
。

　
午
後
は
、「
ル
ミ
ネ
ｔ
ｈ
ｅ
よ
し

も
と
」
で
「
宮
川
大
助
・
花
子
」

の
漫
才
と
「
吉
本
新
喜
劇
」
等
の

お
笑
い
で
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し

た
。

諸
会
議
の
開
催

青

年

部

会

部
会
活
動

女

性

部

会

租

税

教

室
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関東信越税理士会古河支部会員名簿

法人会員の皆様明けましておめでとうございます。

（地区別・五十音順）
税理士名 事務所所在地 電話番号

【古河地区】
赤 岩 　 　 茂 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
阿 久 津 邦 男 古河市女沼334−3 0280−92−6558
浅 井 　 英 樹 古河市高野365−9 0280−92−7446
池 谷 　 達 郎 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
猪 瀬 　 　 勝 古河市緑町47−37 0280−32−9869
牛 田 　 孝 文 古河市山田683−1 0280−76−1792
内 田 　 博 史 古河市下大野2965−126 0280−98−3588
宇 都 木 　 清 古河市高野670 0280−92−6990
遠 藤 　 圭 子 古河市東本町4−4−17 0280−32−7647

遠 藤 　 茂 郎 古河市東本町4−4−17
遠藤圭子事務所内 0280−32−7647

小 川 　 榮 一 古河市下大野1683 0280−92−2411
押 田 　 哲 男 古河市本町4−2−23 0280−32−0652
小 野 　 隆 雄 古河市新久田210−2 0280−48−4726
粕 谷 　 美 幸 古河市新久田214−3 0280−48−2282
金 澤 　 祐 一 古河市諸川2582−1 0280−23−1356
川 辺 　 文 子 古河市常盤町6−12 0280−32−8009

熊 木 　 暉 二 古河市大手町12−30
熊木利彰事務所内 0280−22−2300

熊 木 　 利 彰 古河市大手町12−30 0280−22−2300
倉 本 　 仁 司 古河市仁連2063−12 0280−76−5500

栗 原 　 　 学 古河市東本町1-4-22
セラヴィ21 ３階Ｃ 0280−23−6383

桑 原 　 正 信 古河市上辺見2710 0280−32−9715
小 島 　 哲 男 古河市上辺見2648 0280−32−9346
小 藤 田 　 茂 古河市東3−18−7 0280−31−1355
高 橋 　 和 男 古河市久能1793 0280−91−1177
田 中 　  広 古河市緑町46−22 0280−32−6704
塚 田 久 美 子 古河市大和田1355 0280−76−6434
坪 野 　  孝 古河市東1−5−21 0280−31−1540
百目鬼助三郎 古河市東本町4−7−57 0280−31−1450

中 村 恵 美 子 古河市本町2−5−25−701
SSKグリーンパーク古河 0280−32−0402

楢 原 　 　 功 古河市長谷町33−7 0280−22−6288
楢 原 　 英 治 古河市長谷町33−7 0280−22−6288
福 薗 　 　 健 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
藤 井 　 正 信 古河市東3−15−28 0280−33−0615
堀 越 　 慶 子 古河市女沼389−8 0280−92−8376

松 田 健 太 郎 古河市大手町12−30
熊木利彰事務所内 0280−22−2300

松 田 　 充 治 古河市幸町21−9 0280−32−3274

三 田 　 一 枝 古河市上辺見2710
桑原正信事務所内 0280−32−9715

村 松 　 至 男 古河市本町2−1−7 0280−32−0319
山 中 　 雅 明 古河市茶屋新田222番地8 0280−47−0047

平成24年11月１日現在
税理士名 事務所所在地 電話番号

渡 部 　 雅 仁 古河市南町4−34 0280−32−2980
【坂東地区】
天 笠 さ ゆ り 坂東市生子3226−1 0280−82−1061

飯 田 　 義 明 坂東市岩井3230−1
坂東市商工会館3F 0297−47−5105

石 黒 　 利 之 坂東市岩井4709 0297−36−1155

石 田 　 高 志 坂東市辺田1144−61
新興オフィスビル2F 0297−36−0050

岩 淵 　 幸 男 坂東市岩井4974−1 0297−35−7232
内 田 　 茂 行 坂東市辺田1141−29 0297−35−9200

柿 沼 　 利 明 坂東市辺田1141−29
内田茂行事務所内 0297−36−2553

金 子 　 重 夫 坂東市沓掛5225−3 0297−44−0327
倉 持 　 秀 行 坂東市辺田1509−1 0297−35−0583
小 島 惠 美 子 坂東市沓掛3909−3 0297−44−2024
逆 井 　 光 雄 坂東市小山278−3 0297−38−2183
中 澤 　 太 一 坂東市矢作94−7 0297−38−2001
野 口 　 政 子 坂東市長須1213 0297−20−8830
柳 田 　 宜 身 坂東市長谷2282−3 0297−44−8585
渡 邊 　 剛 徳 坂東市岩井4983−23 090-4701-8839

【境・五霞地区】
斉 藤 　 　 満 境町旭町507 0280−87−2677
菅 谷 　 　 博 境町957−22 0280−87−1542
鈴 木 　 眞 吾 境町1512−7 0280−81−3161
鈴 木 　 昌 勝 境町293−13 0280−86−6814
関 　 　 泰 昭 境町伏木1159 0280−86−5459
武 井 千 鶴 子 境町山神町881−1 0280−87−1794
田 村 　 辰 男 境町伏木675 0280−86−5048
二 宮  紀 子 境町2177−55 0280−87−7835
野 口  章 成 境町山神町1030 0280−87−1535
萩 原 ま つ 子 境町旭町207−15 0280−87−1205
古 谷  久 子 境町2181−34 0280−87−1090
古 谷  博 子 境町61−20 0280−87−1048
山 本  正 美 五霞町元栗橋1360 0280−84−0260

【税理士法人】
報 徳 事 務 所 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511

大 和 坂東市岩井3230−1
坂東市商工会館3F 0297−47−5105

優和茨城本部
楢 原 事 務 所 古河市長谷町33−7 0280−22−6288

【準会員】
栗 原  勇 晨 台東区北上野1−6−9 03−3844−4151
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◎
「
ウ
ェ
ル
シ
ア
Ｈ
鈴
木
会
長
の

　
　
経
営
講
演
会
」
開
催

☆
テ
ー
マ
は
「
わ
が
人
生
九
０
点
」

　

十
一
月
二
十
一
日
㈬
、
商
工
会

館
で
九
十
名
参
加
の
盛
況
と
な

り
、
商
工
会
・
ス
タ
ン
プ
会
と
共

催
で
開
催
。

　

講
師
は
、
境
町
出
身
で
年
商
参

千
億
円
の
ウ
エ
ル
シ
ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
「
鈴
木
孝
之
」

を
迎
え
、
創
業
か
ら
現
在
ま
で
の

成
長
過
程
の
経
験
談
を
中
心
に
講

演
。

　

参
加
者
は
、
自
社
の
経
営
に

取
り
込
む
べ
く
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
た
。

◎
税
務
研
修
会
開
催

☆
「
事
業
承
継
税
制
と
は
」

　

八
月
九
日
㈭
と
九
月
七
日
㈮

商
工
会
三
和
事
務
所
で
、
倉
本

税
理
士
を
講
師
に
迎
え
開
催
。

　

「
事
業
承
継
の
言
葉
は
知
っ
て

い
た
が
、
内
容
は
理
解
し
て
い
な

い
」
と
い
う
参
加
者
が
大
半
だ
っ

た
が
、
今
回
の
研
修
で
多
少
は
理

解
で
き
た
。

　

当
地
区
会
で
は
、
当
会
の
基
本

的
指
針
に
従
い
、
今
後
も
積
極
的

に
開
催
す
る
方
針
。

◎
女
性
部
会
視
察
研
修

　

九
月
十
三
日
㈭
か
ら
十
四
日
㈮

に
「
蓼
科
高
原
」
へ
二
十
名
参
加

し
、
視
察
研
修
を
実
施
。

　

ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
滝

の
湯
」
で
は
、
料
理
・
カ
ラ
オ
ケ

等
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

前
日
の
味
噌
蔵
見
学
等
に
続

き
、
翌
日
は
、
「
黄
金
ア
カ
シ
ア

の
森
」
の
リ
フ
ト
で
素
晴
ら
し
い

眺
め
に
浸
り
、
空
中
散
歩
を
楽
し

み
ま
し
た
。

◎
女
性
部
会
日
帰
り
研
修

　

十
一
月
二
十
一
日
㈬
に
「
つ
く

ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
へ
十
五
名
参

加
し
実
施
。

　

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
話
題

も
あ
り
、
や
っ
と
実
現
し
た
企

画
で
す
。

参
加
者
は
、
興
味
津
々
で
見
学
を

楽
し
み
ま
し
た
。

◎
五
霞
地
区
会
視
察
研
修

　

七
月
二
十
七
日
㈮
か
ら
二
十
八

日
㈯
、
商
工
会
女
性
部
と
合
同

で
、
十
四
名
参
加
。

　

初
日
は
赤
城
フ
ー
ズ
工
場
見
学

で
「
カ
リ
カ
リ
梅
」
を
堪
能
。
二

日
目
は
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
の
自

然
を
満
喫
。

　

宿
泊
は
、
「
伊
香
保
温
泉
」
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

◎
「
税
務
研
修
会
」
開
催

　

十
月
十
二
日
㈮
商
工
会
会
議
室

で
十
二
名
参
加
し
実
施
。

　

熊
木
税
理
士
を
講
師
に
招
き
、

「
中
小
企
業
会
計
と
消
費
税
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
分
か
り
易
い

説
明
で
理
解
が
深
ま
っ
た
と
好
評

だ
っ
た
。

昼
食
は
、
「
日
本
料
理
の
い
し
だ

屋
」
で
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ェ
ア
ー
の
地
質
標
本
館
」
を

見
学
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

☆
今
後
の
予
定

＊
二
月
二
十
七
日
㈬
観
劇
会
（
ベ

ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
）

＊
二
月　

企
業
訪
問
・
新
年
会

　
　

(

三
和
・
総
和
合
同
企
画)

五

霞

地

区

会
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◎
女
性
部
視
察
研
修

☆
「
被
災
地
石
巻
を
視
察
し
て
」

　

十
月
二
十
二
日
㈪
～
二
十
三
日

㈫
に
、
石
巻
法
人
会
の
協
力
を
得

て
、
十
五
名
参
加
し
実
施
。

　

貴
会
役
員
の
方
に
、
津
波
の
恐

怖
が
風
化
し
た
り
、
忘
れ
ら
れ
た

り
し
て
ほ
し
く
な
い
と
の
話
に

は
、
胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
門
脇
地
区
の

津
波
の
高
さ
が
、
七
メ
ー
ト
ル
に

達
し
、
い
ま
だ
に
瓦
礫
と
車
の
残

が
い
が
沢
山
残
っ
て
お
り
、
復
旧

の
展
望
が
開
け
て
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
開
成
地
区
で
は
、
仮
設
住

宅
が
並
び
復
旧
は
進
ん
で
い
た
。

　

そ
の
後
、
橋
浦
小
学
校
を
訪
問

し
、
「
子
供
た
ち
に
元
気
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
こ
と
を
願
っ

て
、
義
援
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
は
、
仙

台
法
人
会
の
「
平
賀
ノ
ブ
氏
」
を

招
き
、
夫
婦
仲
良
し
の
秘
訣
等
の

講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
塩
竈
神
社
参
拝
、

「
浦
霞
」
の
酒
造
会
社
見
学
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　

  

（
幹
事　

吉
原
芳
子
記
）

◎
「
税
務
研
修
会
」
開
催

　

十
一
月
十
九
日
㈪
古
河
地
区
会

と
共
催
実
施
。

　

場
所
は
古
河
商
工
会
議
所
。

　

古
河
税
務
署
の
阿
部
上
席
講
師

に
よ
る
、
「
税
制
改
正
に
つ
い

て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

内
容
は
、
税
制
改
正
の
留
意

点
・
基
本
事
項
の
確
認
・
間
違
い

易
い
事
項
の
説
明
を
中
心
の
中
身

の
濃
い
研
修
で
し
た
。

◎
「
青
年
部
視
察
研
修
」
開
催

　

青
年
の
集
い
「
宮
崎
大
会
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
の
旅

　

十
一
月
一
日
㈭
か
ら
三
日
㈯

で
開
催
。

初
日
は
青
年
の
集
い
「
宮
崎
大

会
」
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
シ
ー
ガ
イ

ア
リ
ゾ
ー
ト
）
に
参
加
。

　

二
日
か
ら
鹿
児
島
方
面
で
の
視

察
研
修
実
施
。

　

霧
島
神
社
参
拝
を
皮
切
り
に
桜

島
天
文
館
や
湯
之
平
展
望
所
・

「
知
覧
」
特
攻
平
和
会
館
を
視
察

し
、
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
。

◎
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
部
参
加

　
☆
社
会
貢
献
活
動

　

九
月
八
日
㈯
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

で
開
催
の
福
祉
祭
り
の
「
ふ
れ
あ

い
広
場
二
〇
一
二
」
に
参
加
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
来
場
。

　

昨
年
同
様
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

参
加
者
に
商
品
提
供
。

　
　

こ
う
し
た
機
会
に
、
福
祉
の

目
を
育
て
、
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

「
水
上
温
泉
と
谷
川
岳
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
紅
葉
狩
り
」

　

十
月
二
十
九
日
㈪
～
三
十
日

㈫
、
十
四
名
参
加
し
実
施
。

　

水
上
温
泉
「
ホ
テ
ル
聚
楽
」
で

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
宴
会
で

は
、
ウ
ェ
デ
ン
グ
ド
レ
ス
で
の
、

歌
や
ダ
ン
ス
で
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
・
リ
フ
ト
で
、
紅
葉
の
美
し
さ

を
満
喫
し
ま
し
た
。
更
に
、
忌
憚

な
い
意
見
交
換
等
で
結
束
が
強
ま

り
ま
し
た
。

☆
今
後
の
予
定

＊
二
月　

企
業
訪
問
・
新
年
会

　
　

(
総
和
・
三
和
合
同
企
画)

◎
研
修
委
員
会
で

　
　
　
　
親
睦
ゴ
ル
フ
会
開
催

　

十
一
月
二
十
日
㈫
に
第
四
十
七

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
新
東
京
Ｇ
Ｃ
で

二
十
五
名
参
加
。

　

成
績
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

☆
総
合
の
部

　

優　

勝　

片
山　
　

勝
元

　

準
優
勝　

海
老
原　

秀
幸

　

第
三
位　

中
村　
　

静
雄

　

☆
グ
ロ
ス
の
部

　

優　

勝　

片
山　
　

勝
元

　

準
優
勝　

中
村　
　

静
雄

　

第
三
位　

片
山　
　

健
三

☆
今
後
の
予
定

＊
「
税
務
研
修
会
」

　
　

二
十
五
年
一
月
実
施
予
定

古

河

地

区

会

総

和

地

区

会

坂

東

地

区

会



「法人会員」募集中
新規会員を募集中です。

既会員のご関係先で未加入の法人がございましたら、是非ご加

入をお勧め下さい。

講演会の聴講、税務関連の講習会、会員間の異業種交流などお

役に立てるものと存じます。

お申込みの手続きは、各地区会事務局までお願いいたします。
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法人会新会員紹介（敬称略）

 　　営業時間：9：00～19：30　　定休日：木曜、第二日曜日

住所:古河市久能1250－9　　電話：92－0956

営業時間：24時間　　　     定休日：年中無休

住所:古河市下大野1547-4　電話：92－0956
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